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まえがき 

この規格は，工業標準化法に基づき，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

 

 



 

  

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格          JIS 
 H 8452：2008 
 

耐酸化金属コーティングの耐はく離性試験方法 
Testing method for thermal cycle resistance of oxidation resistant metallic 

coatings 
 

1 適用範囲 

この規格は，火力発電所で使用する発電用ガスタービンの動翼，静翼などの高温部品に被覆する耐酸化

金属コーティングの耐久性を評価するための，熱サイクルによる耐はく離性試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0128 火力発電用語－ガスタービン及び附属装置 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS H 8451 遮熱コーティングの耐はく離性試験方法 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 用語及び定義  

この規格で用いる主な用語の定義は，JIS B 0128 及び JIS H 8451 によるほか，次による。 

3.1 

耐酸化金属コーティング 

燃焼ガスによる高温部品の高温酸化を防止するための金属コーティング（以下，コーティングという。）。 

 

4 試験方法 

試験方法は，熱サイクル試験による。 

 

5 試験装置 

熱サイクル試験の試験装置は，加熱・冷却装置及び温度調節装置で構成し，次による。また，熱サイク

ル試験装置の基本構成の例を，図 1 に示す。 

 


